
 

 

 

 

小型家電回収の先進的取り組みの事例 

 

①東京都 

②水俣市 
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都内２０か所に設置した回収箱による回収結果 

【回収対象】 携帯電話・ＰＨＳの端末本体、電池、充電器 

【実験期間】 平成２０年１０月２日（木）から平成２０年１１月３０日（日）まで 

 

(１) 各回収拠点別の回収台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 別 区 域 多 摩 地 域 地 下 鉄 駅 

都庁第一本庁舎 １５１ 立川市 ８３ 都営  日比谷駅 ２９

都庁第二本庁舎 １１８ 武蔵野市 ２４７ メトロ  日比谷駅 ６６

   ＜都庁 計＞ ２６９ 昭島市 ６６ 都営  東新宿駅 ６２

荒川区 １２０ 町田市 ５２ メトロ  東新宿駅 ３

練馬区 ９５ 福生市 １４０ 都営  飯田橋駅 １０

足立区 ７６ 多摩市 ６７ メトロ  飯田橋駅 １０５

 ＜区役所 計＞ ２９１ ＜市役所 計＞ ６５５ ＜地下鉄駅 計＞ ２７５

慶応義塾大学 ９ 首都大学東京 ９   

早稲田大学 １４ ＜大学 計＞ ３２   

                      携携帯帯電電話話回回収収実実験験とと携携帯帯電電話話リリササイイククルル意意識識調調査査のの結結果果概概要要                          

携帯電話の端末と充電器を合わせて「約２,０００台」回収 

 端末本体の回収台数 １,５２２台 

 充電器の回収量     ５２７個相当※ （２９,６９０ｇ ※１個当たり重量５０ｇで計算） 

 電池の回収量        １,３７１個相当※ （３０,７９０ｇ ※１個当たり重量２０ｇで計算） 

(２) 回収結果の分析 

＜庁舎、地下鉄駅＞ 

・１箱に１００台以上もの端末本体が投入された拠点が複 

数あり、既存の携帯電話の販売店での回収台数（１店舗当 

たり約１００台／２か月）に近い台数が集まった。 

・多くのマスコミで取り上げられたことや都及び区市の広 

報による周知効果があった。 

・一般の人がいつでも行ける場所に回収箱が置かれていた 

ため、協力を得やすかった。 

＜大学＞ 

・回収台数は各大学１０台前後と少ない結果となった。 

その要因として、若い世代の携帯電話への愛着などによ 

る退蔵傾向の強さ、リサイクルの協力に対するインセン 

ティブの期待が大きいことなどが考えられる。 

 

(３) 回収した携帯電話のリサイクルルート 

 

回 収    回収箱は、施錠したまま携帯電話回収専用車両で横浜市内の保管施設に運搬 

 

開梱作業  本体、電池、アダプタ類に分別  本体の数量を数える 

 本体内の情報漏えい防止のため、穴を開けて破砕 

 破砕後、福井県敦賀市内のリサイクル施設に搬送 

 

リサイクル事業者による再資源化処理 

リサイクル施設で分別※解体・焼却・破砕し、貴金属滓
さ い

にする 

  大分県の精錬施設に搬送され、精錬された。 

 
※端末本体の液晶パネルやカメラレンズなどをリユース（再使用） 

する取組も進められている。 

 

 

 

(４) 回収物から回収された資源 
 

今回の実験で回収した端末本体等から回収された資源の推計値は、下表のとおり。 

端 末 本 体
金 銀 銅 パラジウム 

２５g １２６g ５,０５３g １２.６g 

充 電 器
鉄 銀 銅 アルミニウム プラスチック樹脂 

５９４g ３０g ４,１６７g ２９７g １９,２９９g 

電  池 
アルミニウム コ バ ル ト 

４,９２６g ４,３１１g 

              ＊推計については、(社)電気通信事業者協会及び情報通信ネットワーク産業協会のデータ使用 

焼却後の端末本体 貴金属滓
さ い

破砕機 (情報漏えい防止)

別紙1

≪端末本体１,５２２台の拠点別内訳≫ 
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携帯電話のリサイクルに関する意識調査 （アンケート） 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート実施概要＞ 

 インターネット都政モニターアンケート  

生活文化スポーツ局がインターネット都政モニター５００人に「携帯電話の資源リサイクル」をテー

マにアンケートを１１月７日（金）～１３日（木）に実施し、４７４人の回答（回答率94.8％）が得ら

れた。 

 環境局ウェブサイトを活用したアンケート  

一般の都民向けに、環境局ウェブサイト上でアンケートを実施。携帯電話回収実験と並行して１０月

２日（木）から２か月間実施し、１８４人の回答が得られた。 
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 アンケートの結果（主な項目）  

＊携帯電話のリサイクルマーク やその意味を 

「知らない」が６～７割 

 

 

 

 

 

 

 

＊不要になった携帯電話を持ち続ける傾向が顕著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊不要になった携帯電話を持ち続ける理由は、 

 「個人情報の漏えいが心配」「思い出・コレクション」 

            
 

 

 

 

 

 

 

都政モニター 69.8％ 

環境局ウェブ 59.8％ 

都政モニター 56.1％ 

環境局ウェブ 77.2％ 

≪グラフ凡例≫ 

白黒 ： 都政モニター 

カラー： 環境局ウェブ

不要になった携帯電話をどのように処分したか

リサイクルマークを見たことがあるか リサイクルマークについて

≪個人情報≫ 

都政モニター 73.1％ 

環境局ウェブ 55.4％ 

≪思い出≫ 

都政モニター 42.3％ 

環境局ウェブ 58.1％ 

 

個人情報の漏えいが心配

思い出・コレクションとして
手元に置いておきたい

音楽データやゲームが
新しい端末などに移せない

その他

目覚ましやカメラなどを
二次利用している

持っていくのが面倒である
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＊今後リサイクルに協力したいという意識が都政モニターで８割と高い結果に。 

環境局ウェブでは「協力したい」と「保有し続ける」が半  々

                        

 

 

 

 

 

 

＊「個人情報の漏えいの心配がなければリサイクルしたい」と思う人が７～８割 

           

 

 

 

 

 

 

＊携帯電話の回収場所の希望として、販売店以外ではコンビニや駅などが多い。 

家電量販店

文化施設・スポーツ施設

学校

その他

公共交通機関の駅

コンビニエンスストア

スーパーマーケット

郵便局

区市町村の庁舎・出張所

14.3

10.4

11.7

35.1

37.7

49.4

64.9

72.7

76.6

0% 20% 40% 60% 80%

 

個人情報が漏れる心配がない

販売店以外にも持っていく場所が増える

ポイントやグッズの付与など、リサイクルへの
協力に対して何らかの見返りがある

その他

自分が住んでいる自治体の資源回収に
出すことができるようになる

リサイクルの仕組みや大切さが理解できる

年末や引越シーズンなど、決まった時期に
回収イベントが行われる
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 わからない 

13.1％ 

思う 

81.4％ 

思わない

5.5％ 

保有し続ける 

47.4％ 

持って行こうと思う 

51.3％ 

販売店に持っていくのが 
面倒なのでごみとして 
捨てる    1.3％ 

都政モニター 84.2％

環境局ウェブ  67.4％

今後、リサイクルに協力したいと思うか

今後、販売店に持って行こうと思うか

※「販売店以外にも持っていく場所が増える」を選択した人に質問

どのような場所に増えればよいと思うか 

≪協力したい≫ 

都政モニター 81.4％

環境局ウェブ  51.3％

 アンケート結果の総括  

・２つのアンケートで共通する特徴的な点 

① 「携帯電話のリサイクルの仕組みを知らなかったが、今後はリサイクルに協力したい」という意識を

もつ人が多い。 

② リサイクルの動機付けは「個人情報の漏えいに対する不安がないこと」が最も多い。 

・携帯電話のリサイクルの認知度の向上と併せて、個人情報の漏えいに対する不安を取り除くことが、

リサイクルの促進のために必要である。 

・販売店以外の携帯電話の回収拠点の拡大についても、リサイクル促進策として期待できる。 

 携帯電話の回収促進ＰＲ策 
販売店での回収システムについて、事業者によるＰＲの強化や行政の広報の活用、回収イベント

の実施等により、周知徹底を図ることを検討 

 回収拠点の拡大策 
行政の施設提供など回収拠点としての協力を呼びかけ、拠点の拡大を図ることを検討 

携帯電話リサイクルについての今後の検討事項 

２



水俣市における廃小型電子機器類回収試験の状況

1．取組の内容 

‒水俣市において、平成20年10月にレアメタルリサイクル研究会が立ち上げ。

‒その活動のもとで平成20年11月から廃小型電子機器類回収試験を開始。

‒回収試験では、水俣市の環境クリーンセンターにおいて、一般廃棄物から小型家電を選別。

その後、分別・分解した後、レアメタル含有量等について調査分析。

2．参加者 

‒研究会は大学、民間企業（リサイクル関連企業）、行政・関連機関の産学官からなる。

‒回収試験は水俣市が企画、水俣市環境クリーンセンターにおいて対象機器を選別、家電リサ

イクルエ場において、分別・分解し、熊本大学においてレアメタル含有量等について調査分析。

3．対象製品 

‒回収試験対象：ミニコンポサイズ以下の小型家電

4．スケジュール

‒回収試験：平成20年11月～平成21年3月(5ヶ月間)

試験風景



1区A 4 2 1 2 4 4 8 25

２区 0 3 3 3 0 2 8 19

4区 3 3 2 0 3 1 2 14

５区 3 7 0 0 4 1 14 29

22区 1 3 4 2 5 1 7 23

６区 1 1 2 0 4 0 4 12

7.8区 0 1 17 5 0 3 1 27

備考 ： 区回収、個人持込み(直接搬入）による小型家電を対象とする。 17区 5 15 13 0 10 2 18 63

12.13.14.26区 0 3 0 1 2 1 1 8

15.16区 1 4 1 0 2 0 0 8

45 20 14 6 14 7 29 135

63 62 57 19 48 22 92 363

市街地

中間地

山間地

　  　（１）市街地

区名 １区A １区B ２区 ３区 ４区 ５区 １９区 ２０区 ２１区 ２２区 計

人口（概数） 950人 1,420人 2,320人 1,920人 1,230人 1,280人 2,110人 2,650人 9,765人 1,970人/区

引取り個数 25個 19個 14個 29個 23個 110個 23.78個/区 0.01個/人

引取り重量 16.7ｋｇ 57.8ｋｇ 28.3ｋｇ 24.2ｋｇ 30.5ｋｇ 157.5ｋｇ 31.5ｋｇ/区 0.01ｋｇ/人

引取り日 12月2日 未回収 12月4日 未回収 12月9日 11月11日 未回収 未回収 未回収 11月27日

　  　（２）中間地

区名 ６区 ７区 ８区 １７区 １８区 計

人口（概数） 1,170人 700人 1,100人 2,320人 1,620人 5,290人 1,382人/区

引取り個数 12個 63個 102個 20.4個/区 0.01個/人

引取り重量 12.6ｋｇ 64.6ｋｇ 109.35ｋｇ 27.34ｋｇ/区 0.02ｋｇ/人

引取り日 12月11日 12月18日 未回収

　  　（３）山間地

区名 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 ２６区 １５区 １６区 ２３区 ２４区 ２５区 計

人口（概数） 510人 260人 360人 270人 250人 230人 290人 760人 360人 400人 210人 150人 2,160人 337.5人/区

引取り個数 16個 1.25個/区 0.01個/人

引取り重量 46.4ｋｇ 7.73ｋｇ/区 0.02ｋｇ/人

引取り日 未回収 未回収 未回収 未回収 未回収 未回収

11月11日 11月13日 11月18日 11月27日 12月2日 12月4日 12月9日 12月11日 12月16日 12月18日 計

50個 13個 13個 13個 3個 0個 19個 10個 10個 4個 135個

71.15ｋｇ 17.12ｋｇ 45.8ｋｇ 14ｋｇ 7.08ｋｇ 0ｋｇ 7.5ｋｇ 6.7ｋｇ 1ｋｇ 5.1ｋｇ 175.45ｋｇ

個数

重量

３．個人持込み分集計（同上）

12月16日 11月18日

平均

8個 8個

27.9ｋｇ 18.5ｋｇ

27個

32.15ｋｇ

11月13日

3,850人

平均

山間

地

２．水俣市地域別集計（11月1日～12月18日　２ヶ月間）
持込み分

計

地域区分

1区～5区、19～22区（1区はA・Bに分割）

6区、7区、8区、17区、18区

9区～16区、23区～26区

平均

平均

引取り回数 4回 6回

総個数 176個 187個

１．回収状況

11月 12月

総重量 253.42ｋｇ 235.28ｋｇ 488.7ｋｇ

363個

電話機・FAX PC周辺機器

10回 5回

181.5個 中

間

地

244.35ｋｇ

市

街

地計

その他 計

４．引取り物内訳（個数）

区名 携帯電話 音響機器
ゲーム機・

周辺機器

ビデオデッキ、

DVDプレイヤー

水俣市　廃小型電子機器類回収試験　中間報告（平成20年１１月１日～１２月18日）

30％

28％
4％

38％

市街地

110個
157.5ｋｇ

中間地

102個
109.4ｋｇ

山間地

16個
46.4ｋｇ

持込み分

135個
175.45 ｋｇ

各エリア＆個人持込み

18%

16%

16%
13%

6%

26%

5%

携帯電話

63個

音響機器

62個

ゲーム機・周辺機器

57個

電話機・FAX

48個

PC周辺機器

22個

その他

92個

ビデオデッキ・DVDプレイヤー

19個

総個数内訳

18%

17%

16%5%
13%

6%

26%
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